
広報たかはま　H31.4.16

基本目標Ⅰ　みんなで考え　みんなで汗かき　みんなのまちを創ろう
・「高浜市広報戦略」を基に、市公式ホームページのリニューアルをはじ
め、戦略的な情報発信を進めます。
・2020年に市制50周年を迎える準備を市民の皆さんと進めます。
・経常経費の見直しに取り組むとともに、市民の皆さんと「財政情報発信
計画」を策定することで、財政情報をわかりやすく発信します。
・人工知能の活用や、ペーパーレス会議の導入に向けた検討をし、行政サ
ービスの効率化・行政内部の働き方の見直しを進めます。
・公共施設の個別施設計画の策定準備を進めるとともに、各施設の今後の
予定を見える化するなど情報発信を進め、着実な進行管理に努めます。

基本目標Ⅰを進めるための主な当初予算
・コンテンツマネジメントシステム等使用料（新規）

《５年総額》…2,033万円
※ホームページリニューアルにともなう新システム等の使用料

基本目標Ⅱ　学び合い　力を合わせて　豊かな未来を育もう
・４月に、たかとりこども園がスタートします。高浜幼稚園の民営化・認定
こども園化や、吉浜幼稚園舎を活用した小規模保育の実施など、３歳未満
児の受入れを増やし、待機児童ゼロをめざします。

・子どもが安全で快適な環境のもとで学ぶことができるように、学校施設の
維持管理に努め、教育環境の整備を計画的に進めます。

・市誌の2020年度刊行をめざし、「タカハマ！まるごと宝箱」と連携し、
引き続き市民調査員、学生などによる調査・執筆活動を進めます。

・学校ではアクティブラーニングの推進、ＩＣＴを活用した授業実践、「た
かはま夢・未来塾」と連携した自律型ロボットを活用する高浜版プログラ
ミング学習などを進め、主体的・対話的で深い学びを支援します。

・４月に高浜小学校新校舎と同時に「地域交流施設」の一部もオープンしま
す。地域コミュニティの拠点となるよう運営し、第２期工事に向けては、
引き続き関係団体などとの協議や、既存校舎の解体を安全に進めます。

基本目標Ⅱを進めるための主な当初予算
・施設型給付費（継続）………………………………………… 2億2,599万円
※認定こども園の運営に要する費用

・高浜中学校音楽室増築工事等（継続）……………………… 2億2,426万円
・高取小学校大規模改造事業実施設計等業務委託（継続）

《６年総額》…9,005万円
・港小学校・高浜・南中学校照明器具ＬＥＤ化工事（継続）……8,283万円
・長寿命化計画策定基礎調査業務委託等（継続）

《２年総額》…7,036万円
・地域交流施設運営業務委託（新規）…………………………………534万円
・プログラミング教育支援員謝礼等（新規）…………………………264万円
・学校司書賃金等（新規）………………………………………………151万円

第6次高浜市総合計画体系別主要事業と
主な当初予算

教育行政方針（P8）
も参照してください。

世代を超えて市の未来を語る
「未来カフェ」

50周年を考え実行する市民会議

プログラミングの授業

高浜小学校新校舎

地域交流施設「たかぴあ」
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平成31年度　施政方針・当初予算

基本目標Ⅲ　明日を生み出すエネルギー　やる気を活かせるまちをつくろう
・豊田町工業用地での早期の工場建設を支援します。
・ジャンボ落花生の高浜特産野菜としての定着に向け、生産システムの構
築、加工品の商品化推進などに取り組みます。
・三州瓦の優位性や伝統産業としての価値をアピールし、販路拡大に向け
た地場産業支援を行います。
・高浜高校ＳＢＰクラウドファンディングの資金等を活用し、高浜市のセ
レクトギフトを開発します。
・一般廃棄物（ごみ）処理基本計画に基づき、７月より指定ごみ袋の無料
配布を廃止するとともに、さらなるごみの減量に取り組みます。
・道路・橋梁の保全および修繕、配水管の耐震化や配水設備の更新など、
計画的に維持管理をします。
・年数が経過し老朽化した公園の遊具を更新します。また、地域の団体と
協力して、公園・緑地・街路樹や水辺の保全に取り組みます。
・災害時の適切な避難判断および速やかな情報発信、災害情報の一元管理
による業務の効率化に対応するシステムの導入を進めます。
・警察や地域と連携し、高齢者を狙う特殊詐欺や住宅侵入盗への対策の啓
発を行います。
・「高浜市空家等対策計画」に基づき空家問題に総合的・計画的に取り組
みます。

基本目標Ⅲを進めるための主な当初予算
・公園等整備工事（新規）……………………………………………732万円
・市町村防災支援システム導入業務委託等（新規）………………238万円

基本目標Ⅳ　いつも笑顔で健やかに　つながり100倍ひろげよう
・ケアプラン作成に対するＡＩ活用などＩＣＴ技術の導入や、市内の介護
事業所職員が、ほかの事業所の研修に参加することができる介護事業所
相互交流研修事業の実施など、介護人材の確保・育成に取り組みます。

・行方不明時の事故や損害賠償などの不安を軽減するため、市が万一に備
えた個人賠償責任保険に加入し、認知症の方やその家族が地域のなかで
安心・安全に暮らせるよう支援します。

・医療と介護の連携ツールである「えんｊｏｙネット高浜」の活用など、病院
から在宅まで切れ目のない医療・介護サービスの提供体制を構築します。

・健康自生地での活動をとおして、高齢者の認知症予防、健康づくりを目
指すコグニタウン事業を進めます。

基本目標Ⅳを進めるための主な当初予算
・人工知能システム活用ケアプラン作成支援業務委託等（新規）116万円
・個人賠償責任保険料（新規）…………………………………………14万円

市民一人あたりの借金
34万5千円
（前年度比2万2千円増）

市民一人あたりの予算
（行政サービスの額）

31万7千円
（前年度比2万9千円減）

民生費
13万2千円（前年比2千円減）

総務費
3万4千円（前年比3千円増）

消防費
1万1千円（前年と同じ）

衛生費
4万円（前年比4千円増）

土木費
2万9千円（前年比2千円減）

商工費
5千円（前年と同じ）

教育費
4万5千円（前年比3万円減）

公債費
1万6千円（前年比1千円減）

その他　農業・議会など
5千円（前年比1千円減）

計
算
方
法

詳しくは、予算をわかりやすく解説した『当初予算の概要』の冊子を参照してください。市役所、公民館や市公式ホームページで入手できます。

（一般会計＋特別会計＋企業会計）の
平成31年4月1日借入残高の合計

平成31年1月1日現在の人口（48,579人）
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算
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法

【内　訳】一般会計

平成31年1月1日現在
の人口（48,579人）

健康自生地フェスタ
（市民記者廣田氏撮影）

認知症がテーマの市民劇

市民一斉清掃

市総合防災訓練


